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キリストは死とハデス［陰府］のかぎを持っている 
聖書：啓 1:17-18．10:7．12:11．15:1，8．使徒 2:24．ピリピ 3:10-11 

 

 

キリストは死とハデス［陰府］のかぎを持っている 

Ⅰ 
わたしは最初の者、また最後の

者、また生きている者である 

A-B キリストは最初の者、最後の者 

C-D 彼が召会生活を開始するなら、確かにそれを完成する 

Ⅱ 
わたしは死んだが、見よ、永遠

にわたって生きている 

A-B キリストは死に、そして復活した 

C-D 命の分与により、永遠にわたり生きる 

Ⅲ 

この霊の中で、彼［キリスト］は

獄にいる霊どもの所へ行って、

宣言されました 

A, C 獄の中の霊 

B キリストはこの霊の中でアビスに行って勝利を宣言しました 

Ⅳ 

わたしは見た．一つの星が天か

ら地に落ちてきて、これにアビ

スの穴のかぎが与えられた 

A サタンはアビスを開いた 

B キリストはアビスから復活した 

Ⅴ 
死とハデス［陰府］のかぎを持っ

ている 

A 死とハデス［陰府］ 

B-F 召会生活はもはや死とハデス［陰府］の支配を受けない 

G-H どのようにして、もはや死とハデスの支配を受けないのか 

 

日 段落、思路 主題 要点 

１ 最初と最後 

キリストは最初の者、また最

後の者、また生きている者で

ある 

最初の者、最後の者、初めであり、終わりでもあり 

彼が召会生活を開始するなら、確かに完成する 

２ 

死んだが、見よ、

永遠にわたって生

きている 

キリストは死んだが、見よ、永

遠にわたって生きている 

死んでが、生きている 

復活と命の分与によって、永遠にわたって生きる 

３ 

アビス 

この霊の中で、キリストは獄に

いる霊どもの所へ行って、宣

言された 

獄の中の霊 

キリストはこの霊の中でアビスに行って勝利を宣

言した 

４ アビスの認識と経験 
アビスを認識する 

わたしたちの中のアビスを経験する 

５ 

死とハデス［陰府］ 

キリストは死とハデス［陰府］のか

ぎを持っている 

死とハデス［陰府］ 

キリストは死を廃棄しハデス［蔭府］に打ち勝った 

６ 
わたしたちはもはや死とハデ

ス［陰府］の支配を受けない 

召会生活において、もはや死とハデス［陰府］の支

配を受けない 

どのようにして、もはや死とハデスの支配を受け

ないのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の者、 

また最後の者 

死とハデス［陰府］

のかぎを持ってい

る 

啓 1:17-18…わたしは最初の者、また最後の者、また生きている者である 

啓 1:18 わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている． 

啓示 1:19 そして、死とハデス［陰府］のかぎを持っている。 

アビス 

Ⅰペテロ 3:19 この霊の中で、彼［キリスト］は獄にいる霊どもの所へ行って、宣言さ

れました……従わなかったものたちです． 

啓9:1  第五の御使いがラッパを吹いた．すると、わたしは見た．一つの星が天から

地に落ちてきて、これにアビスの穴のかぎが与えられた。 



わたし（キリスト）は最初の者、また最後の者、また生きている者である 

Ⅰ．「わたしは最初の者、また最後の者、また生きている者である」――啓 1:17後半-18前半： 

＊キリストは最初の者、最後の者 

Ａ．キリストが最初の者、また最後の者であることは、キリストが開始したことを完成

することを暗示します。 

Ｂ．主イエスは最初の者であるだけでなく初めでもあり、最後の者であるだけでなく終

わりでもあります――21:6．22:13： 

１．「最初の者」は、彼に先立つ者がないことを示します。「最後の者」は、彼に続

く者がないことを示します。 

２．「初め」は、彼が万物の起源であることを示します。「終わり」は、彼が万物の

終結であることを示します。 

３．ここで示しているのは、主イエスの前にも後にも何もないというだけでなく、彼

がなければ起源も終結もないということです。 

 

＊彼が召会生活を開始するなら、確かにそれを完成する 

Ｃ．キリストは最初の者また最後の者であるだけでなく、また初めと終わりでもありま

す。このことは、彼が召会生活を開始するなら、確かにそれを完成することをわた

したちに保証します――参照、Ⅱテモテ 4:5： 

１．主イエスは決してご自身の働きを未完成のままにしません――啓 10:7．15:1，8。 

２．すべての地方召会は、主イエスが初めであり、終わりであることを信じなければ

なりません。 

３．彼は、ご自身が彼の回復において開始した事を完成します。 

Ｄ．諸召会のただ中を歩いているキリスト、すなわち諸召会のかしらであり、諸召会が

属している方は、生きている者です。このゆえに、諸召会もからだの表現として、

生きていて、新鮮で、強くあるべきです――2:1。 

 

わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている 

Ⅱ．「わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている」――啓 1:18 前半： 

 

＊キリストは死に、そして復活した 

Ａ．主は死の苦しみを受けましたが、再び生きました――2:8。 

Ｂ．キリストは死の中へと入りましたが、死は彼を捕らえておくことはできませんでし

た（使徒 2:24）。なぜなら、彼は復活であるからです（ヨハネ 11:25）。 

＊復活と命の分与により、永遠にわたり生きる 

Ｃ．復活は主の日々を長くすることです。彼はご自身の復活において永遠にわたって存

在します： 

１．イエス・キリストは今日、生きている者、復活の中にいる者です。 

２．キリストは命を分与するために、生きている者でなければなりせん。 

Ｄ．キリストが生きている者であることの重要性は、彼が永遠に生きており、わたした

ちの中に生きているということです： 

１．彼は、わたしたちがあらゆる種類の死から離れ、そして立ち上がって生ける召会

となることを願っています。 

２．わたしたちは生きていればいるほど、ますます生けるイエスの証しとなります―

―啓 12:11。 

 

この霊の中で、彼［キリスト］は獄にいる霊どもの所へ行って、宣言された 

Ⅲ．「この霊の中で、彼［キリスト］は獄にいる霊どもの所へ行って、宣言されました」――Ⅰペ

テロ 3:19： 

＊獄の中の霊――ここの「霊ども」は、ハデス［陰府］に留置されている 

Ａ．ここの「霊ども」は、ハデス［陰府］に留置されている、体のない死人の霊ではな

く、ノアの時代に不従順によって堕落し、暗黒の穴に監禁されて、大いなる裁きの

日を待っている天使たちのことを指しています（天使たちは霊どもです――ヘブル

1:14）――Ⅱペテロ 2:4-5．ユダ 6節。 

＊キリストはこの霊の中でアビスに行って勝利を宣言しました 

Ｂ．キリストは、肉体における死の後、彼の神性としての生ける霊の中でアビスに行っ



て、これら反逆の天使たちに神の勝利を宣言しました。すなわち、神は、キリスト

において肉体と成ったことと肉体におけるキリストの死を通して、神聖な計画を損

なうサタンの企てに対して勝利を得ました。 

＊獄の中の霊――そこに、堕落した天使たちがとどめられている 

Ｃ．「獄」（Ⅰペテロ 3:19）は、タルタロス、深くて暗黒の穴を指しています。そこに、

堕落した天使たちがとどめられています。 

アビスを認識する 

わたしは見た．一つの星が天から地に落ちてきて、これにアビスの穴のかぎが与えられた 

Ⅳ．「わたしは見た．一つの星が天から地に落ちてきて、これにアビスの穴のかぎが与えられ

た」――啓 9:1-2．11:7．17:8．20:1，3： 

Ａ．啓示録第 9章 1節の星はサタンを指しています。サタンは天から地に投げ落とされ

ます： 

１．天使たちは、星にたとえられています――ヨブ 38:7．啓 12:4。 

２．サタンは天使長として、明けの明星でした――イザヤ 14:12。 

 

 ＊キリストはアビスから復活した 

Ｂ．「『「だれがアビスに下るであろうか？」……』。それは、キリストを死人の中から引き上げ

ることです」――ローマ 10:7： 

１．ギリシャ語で「アビス（abyss）」と訳されている言葉は、「アビソス（abyssos）」

です。 

＊悪鬼ども、反キリスト、悪鬼、いなご、のいる場所 

２．この言葉はルカ第 8 章 31 節でも使われており、悪鬼どものすみかを指していま

す――ルカ 8:27，33，35，38。 

３．それはまた啓示録第 9章 1節から 2節、11節にも出て来て、「いなご」（彼らの

王はアポルオンです）が出て来る場所を示しています。 

４．啓示録第 11章 7節と第 17章 8節は、獣、すなわち反キリストが上って来る場所

を表徴します。 

５．啓示録第 20 章 1 節と 3 節は、千年期の間にサタンが投げ込まれ、閉じ込められ

る場所を明確に述べています。 

 

＊キリストが彼の死後、復活の前に訪れた所 

６．ローマ第 10 章 7 節の「アビス」は、キリストが彼の死後、復活の前に訪れた所

を指しています。その場所は、使徒第 2章 24節と 27節によれば、ハデス［陰府］

です。なぜなら、使徒第 2章 24節と 27節は、キリストが彼の死後、ハデス［陰

府］へと行き、その場所から復活の中で起き上がったことを啓示しているからで

す。 

７．聖書の用法によれば、「アビス」という言葉は、いつも死の領域とサタンの暗や

みの力の領域を指しており、それは地のさらに低い所であって（エペソ 4:9）、

そこへキリストは彼の死後、下って行き、それを征服して、彼の復活の中でそこ

から昇りました。 

 



 
 

キリストは死とハデス［陰府］のかぎを持っている 

Ⅴ．啓示録第 1 章 18 節後半で主イエスは、「わたしは……死とハデス［陰府］のかぎを持って

いる」と言っています： 

A：死とハデス［陰府］ 

Ａ．人の堕落と罪のゆえに、死が入って来ました。そして死は今も地上で働いて、すべ

ての罪人を集め、ハデス［陰府］にもたらしています。ハデス［陰府］は死人がと

どめられている場所です。 

 

B-F:召会生活はもはや死とハデス［陰府］の支配を受けない 

＊召会生活において、わたしたちはもはや死とハデス［陰府］の支配の下にいません 

Ｂ．しかしながら、召会生活において、わたしたちはもはや死とハデス［陰府］の支配

の下にいません――ピリピ 3:10-11。 

 

＊キリストは死を廃棄し、ハデス［陰府］に打ち勝ちました 

Ｃ．キリストは十字架上で死を廃棄し、復活においてハデス［陰府］に打ち勝ちました： 

１．死は全力を尽くしてキリストをとどめておこうとしましたが、そうする力はあり

ませんでした――使徒 2:24。 

２．キリストは神と復活の両方であり（ヨハネ 1:1．11:25）、不朽の命を所有してい

ます（ヘブル 7:16）。 

３．彼はそのような永遠にわたって生きている方であるので、死は彼を捕らえること

はできません。 

４．キリストはご自身を死に渡しましたが、死は彼を捕まえるすべがありませんでし

た。それどころか、死は彼によって打ち破られ、彼は死から復活しました。 

５．ですから、キリストにおいて、死にはとげがなく、ハデス［陰府］には力があり

ません。 

 

＊キリストは召会の中におられ、召会生活の中で死とハデス［陰府］のかぎは主の御手の

中にあります。 

Ｄ．キリストは召会の中におられる方であり、死とハデス［陰府］のかぎを持つ方であるので、

死とハデス［陰府］はわたしたちに対して何の力も持つべきではありません。 

Ｅ．召会生活の中で、死とハデス［陰府］のかぎは主の御手の中にあります。 

 

＊わたしたちが死を対処することは不可能です。死が入り込み、多くの人が打ち破られます 

Ｆ．わたしたちが死を対処することは不可能です： 

わたしたちの内側のアビスを経験する 

キリストがホームを造る 

エペソ 3:17 前半「 」。 

「ホームを造る」のギリシャ語は、「住む」という語を強めた形で、語頭に kata が付いている。この語の意

味は英語の settle down（落ち着いて住み着く） にやや近く、この語の最もよい訳は、キリストがわたした

ちの心の中にホームを造るである。 

 

深く住む 

「主の中に住む」ことには、真理の面で四つの段階がある。 

新約聖書は単に「…の中にある」と言うだけでなく、「住む」と言っている。ヨハネ書第十五章では、わたし

たちは主の中に「住む」必要があると言われている。中国語和合本はこれを「常に」主の中にいる」と訳して

いる。この訳では主要な動詞が失われている。ここでの意味は「常にいる」ということではなく、住むというこ

とである。ギリシャ語では、パウロがローマ書とコリント人への第一の手紙三章十六節を書いた時、彼が用

いた「住んでおられる」という語は、名詞 oikos（家） を語根として造られた動詞 oikeo であり、その意味

は「ホームを造る」に相当する。さらにエペソ書三章十七節では、パウロはこの語をさらに強め、前置詞 

kata（深く入り込む、deep down） を加えて katoikeo とした。その意味は、内側に深くホームを造るこ

とである。それゆえ、聖書が語る「住む」には、四つの段階がある。まず、…の中にある：続いて、内住する住

む、それからホームを造る、さらに前進し深くホームを造ることです。 



１．わたしたちには死を取り扱う能力は全くありません。 

２．死が入り込むときはいつでも、多くの人はそれによって打ち破られます。 

 

G-H：どのように、もはや死とハデスの支配を受けないでいられるか 

Ｇ．わたしたちは主イエスにわたしたちの間で動き行動する立場、機会、自由な道を与

えるなら、死とハデス［陰府］はいずれも彼の支配の下に置かれます――マタイ

16:18．啓 20:14： 

１．主イエスが召会の中で立場を持っていないとき、死が直ちに優勢になり、ハデス

［陰府］は力強くなって、死んだ者たちを閉じ込めます。 

２．キリストが死とハデス［陰府］のかぎ、権威を持っているのを、わたしたちが見

ることは極めて重要です――ヨハネ 5:27．17:2．啓 12:10。 

３．死は彼に服従し、ハデス［陰府］は彼の支配の下にあります。 

Ｈ．キリストが死とハデス［陰府］のかぎを持っているゆえに、わたしたちは主を賛美

すべきです――啓 1:18．ヘブル 13:15．Ⅰペテロ 1:7．啓 19:5-6。 

 

結びの言葉 

召会の建造は必ず完成され、決して途中で廃れることはない。 

わたしたちはアビスを認識し、またわたしたちの内側のアビスを経験する 

召会生活の中で、わたしたちはもはや死とハデスの支配を受けない 

 



 


